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令
和
三
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
定
期

総
会
は
、
前
年
度
同
様
、
書
面
表
決
に
よ
る
議
決
と
し
、
自
治
会

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
方
、
社
会
は
緊
急
事
態
宣
言
や  

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
で
活
動
が
大
き
く
制
限
さ
れ
、
生
活
に

多
大
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
秋
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
新
た
な
変
異
株
も
確
認

さ
れ
、
今
年
に
な
り
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
活
動
も

免
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
大
部
分
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
会
の
抱
え
て
い
る
諸
課
題
・
解
決
の
た

め
に
万
全
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
月
例
評
議
員
会
や

各
部
会
等
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

会
員
か
ら
の
要
望
等
を
那
珂
市
へ
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
県
道

額
田
南
郷
・
田
彦
線
か
ら
菅
谷
方
面
へ
の
市
道
二
路
線
の
舗
装
補

修
工
事
や
砕
石
敷
き
均
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
等
が
完
了
し
、

地
域
内
の
住
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
、「
自
然
災
害
」
に
は
、
想
定
外
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
密
を
回
避
し
た
「
自
主
防
災
訓
練
」（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
や
安
否
確
認
訓
練
、
情
報
連
絡
訓
練
、
非
常
食
の
試
食
・
備
蓄

の
推
奨
等
）
を
実
施
し
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
参
加
を
頂

き
、
地
域
の
防
災
力
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
地
域
の
諸
課
題
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
み
一
定
の
成
果
が
出
た
と
思
料
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

聖
徳
太
子
堂
の
土
地
所
有
権
問
題
は
制
度
上
の
検
討
ま
で
に
留
ま

り
、
一
方
、
組
合
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
ま
で
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の
中
で
、
社
会
・
経
済
活
動
が
推
し

進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
治
会
で
も
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

対
応
で
き
る
新
た
な
枠
組
み
で
の
活
動
を
展
開
し
つ
つ
、
地
域
が

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
度
を
振
り
返
っ
て
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今
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、

道
路
の
整
備
等
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
那
珂
市
へ
依
頼
し
、
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
会
員

の
皆
さ
ま
方
か

ら
住
環
境
の
整

備
等
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
評
議

員
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

生
活
道
路
の
整
備

会
員
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
要
望
等
を

那
珂
市
へ
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
、
県

道
額
田
南
郷
・
田
彦
線
か
ら
西
へ
菅
谷

方
面
へ
の
市
道
二
路
線
（
西
組
合
・
南

組
合
内
）
の
舗
装
補
修
工
事
や
砕
石
敷

き
均
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
な
ど
が

完
了
し
、
地
域
住
民
の
歩
行
者
・
自
転

車
の
安
全
確
保
と
自
動
車
交
通
の
円
滑

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
設
備
の
整
備

昨
年
十
一
月
に
常
陸
大
宮
土
木
事
務
所

に
要
望
し
て
お
り
ま
し
た
、
県
道
額
田
南

郷
・
田
彦
線
（
茨
城
変
電
所
南
側
）
か
ら

市
道
へ
入
る
入
口
の
ボ
ラ
ー
ド
（
車
止
め
）

に
破
損
が
あ
り
ま
し
た
が
、
布
設
替
え
工

事
が
本
年
二
月
に
完
了
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
路
で
あ
り
児
童
・
生

徒
は
も
と
よ
り
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

令和3年度 各部会・団体活動・実施状況

総
務
・
福
祉
部
会

聖
徳
太
子
堂
祭
祀

大
正
十
五
年
四
月
一
日
、
聖
徳
太

子
像
は
飛
田
家
か
ら
堤
区
（
現
在
・

堤
自
治
会
）
に
移
管
さ
れ
、
現
在
地

に
太
子
堂
を
造
り
祭
祀
し
た
と
い
う
。

（
那
珂
市
域
の
寺
社
祠
堂
よ
り
抜
粋
）

今
年
は
聖
徳
太
子
の
一
四
〇
〇
回

忌
に
当
た
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
年

二
回
（
二
月
・
春
祭
り
、
六
月
・
御

田
植
祭
）
の
祭
祀
を
た
ど
り
、
地
域

社
会
の
ま
と
ま
り
、
発
展
に
役
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
、
伝
統
行
事

を
中
止
と
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

神
崎
地
区
敬
老
会

神
崎
地
区
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
式
典
は
中
止
と
し
、
昨
年

同
様
記
念
品
配
布
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
品
と
し
ま
し

て
、『
タ
オ
ル
』
と
『
マ
ス
ク
』
を

配
布
し
ま
し
た
。

神
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、

・『
協
ま
ち
・
カ
フ
ェ
』

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
役
員
研
修
会

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

定
例
評
議
員
会
の
開
催

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

定
例
評
議
員
会
（
正
副
会
長
、会
計
、

評
議
員
で
構
成
）
を
、
毎
月
第
一
土

曜
日
午
後
六
時
か
ら
堤
公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

議
題
は
、
主
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
事
業
の
見
直

し
、
開
催
方
法
の
変
更
、
予
算
の
執

行
状
況
確
認
、
地
域
か
ら
の
課
題
・

要
望
、
会
長
か
ら
の
活
動
報
告
や
情

報
提
供
な
ど
で
す
。

堤橋

聖徳太子堂

コンビニ

新川

補修した道路

堤公民館

補修した道路

N

車止め

定例評議員会

静神社東側のカーブミラー

市道 2路線の舗装補修工事



（3）　令和4年3月31日 第20号つ つ み の 郷

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
で
安
心
の
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
年
間
を
通
し
て
、
二
十
六
か

所
に
設
置
し
て
あ
る
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
中
」
の
幟
旗
の
点
検
と
交
換
を

計
画
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

幹
線
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
兼
ね
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

強
風
等
で
幟
旗
や
ポ
ー
ル
の
破
損
が

度
々
あ
り
ま
し
た
が
、
神
崎
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
へ
提
供
を
依
頼
し
、
随
時
、

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
灯
の
点
検
を
定
期
的
に

実
施
し
、
不
点
灯
や
破
損
等
が
な
い
か

確
認
し
、
地
域
の
安
全
・
防
犯
に
努
め

ま
し
た
。

児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り

自
治
会
と
育
成
会
で
は
、
児
童
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、
朝
夕
の
随
行
や
幹

線
道
路
で
の
立
哨
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
と
し
て
ご
協
力
頂
い

た
方
々
に
は
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
臨
時
休
業
、
分
散
登

校
な
ど
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
対
応
に
苦

慮
し
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
も
、
自
治
会
会
員
の
皆
さ
ま
、

育
成
会
会
員
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
多
く
の
目
で
子
供
た
ち
を
見
守

り
、
安
全
な
登
下
校
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
不
審
者
に
よ
る
声
か
け
事
案
が
発
生

し
ま
し
た
。
自
治
会
会
員
さ
ま
に
置
か
れ

ま
し
て
も
、
不
審
者
等
を
見
か
け
た
場
合

は
、
速
や
か
に
那
珂
警
察
署
・
小
中
学
校

へ
情
報
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
主
防
災
訓
練
の
実
施

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）、
堤
公
民
館
・

組
合
長
宅
に
お
い
て
、
自
主
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
訓
練
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
あ
る
た
め
、
昨
年
同
様
、
密
を
回
避

し
た
訓
練
に
特
化
し
、「
安
否
確
認
」
と

「
非
常
食
の
試
食
」
と
し
ま
し
た
。
穏
や

か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
四
百
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
防
災
意
識
の
高
さ
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
主
防
災
会
で
は
、
災
害
対

策
本
部
を
堤
公
民
館
に
立
ち
上
げ
、
非

常
用
発
電
機
の
試
運
転
な
ど
資
機
材
の

点
検
及
び
安
否
確
認
状
況
を
Ｉ
Ｐ
無
線

で
市
役
所
に
報
告
す
る
な
ど
、
総
合
的

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
那
珂
市
よ
り
非
常
食
用
の
ク
ラ
ッ

カ
ー
及
び
保
存
水
を
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。）

各
組
合
長
さ
ま
に
は
、
安
否
確
認
シ
ー

ト
を
作
成
の
う
え
、
堤
災
害
対
策
本
部

に
報
告
及
び
非
常
食
の
説
明
・
指
導
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の
中

で
の
訓
練
が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
新
た
な
防
災
訓
練
を
模
索
す
る
と

と
も
に
実
施
し
、
安
心
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
が
立
ち

上
が
り
、
支
援
物
資
等
の
配
付
が
実
施
さ

れ
る
の
は
、
三
日
以
降
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。自
宅
で
の
避
難
生
活
を
想
定
し
て
、

最
低
三
日
分
、
で
き
れ
ば
一
週
間
分
の
備

蓄
食
料
品
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
非
常
食
の
試
食
を
機
に
、
非
常
食

や
保
存
水
の
備
蓄
等
防
災
対
策
の
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

子
供
会
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
花
壇
審
査
及
び
表
彰
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
堤
子
供
会
、
育
成
会
の
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
沿
道
を
華
や
か
に

飾
る
素
敵
な
花
壇
を
整
備
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
毎
日
の
水
や

り
や
草
取
り
な
ど
手
入
れ
を
行
い
、
素
晴

ら
し
い
花
壇
を
作
り
上
げ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
犯
・
防
災
部
会

非常用発電機の試運転

配布した非常食
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体
育
部
会
の
活
動

本
年
度
も
、
昨
年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
せ
ず
、
自
治

会
の
体
育
部
会
と
神
崎
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
横
堀
小
学
校

と
の
市
民
合
同
運
動
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
春
・
秋
の
神
崎
連
合
親
善
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
と
秋
の
ハ
イ

キ
ン
グ
、
堤
自
治
会
主
催
に
よ
る
秋
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
も
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
体
育
部
会
と
し
て
も
大

変
残
念
で
す
。
一
日
も
早
く
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
て
、
老
若
男
女
が
ス
ポ
ー

ツ
と
健
康
づ
く
り
に
専
念
で
き
る
環
境
に

戻
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
参
加
者
募
集

堤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会
で
は
、

毎
週
水
曜
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
二

時
間
程
度
、「
本
米
崎
小
学
校
跡
地
」
に

お
い
て
、
神
崎
地
区
内
の
チ
ー
ム
と
合
同

で
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。堤
愛
好
会
は
、

他
の
チ
ー
ム
と
比
較
す
る
と
参
加
者
が
少

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
老
若
男
女
、

し
か
も
生
涯
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で

き
、
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が

多
い
中
、
健
康
的
で
取
り
組
み
や
す
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

道
具
類
は
、
自

治
会
で
準
備
し
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
各

組
合
の
評
議
員
に

相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

神
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

五
月　

 

横
堀
小
学
校
・
市
民
合
同
運

動
会 

（
横
堀
小
学
校
は
秋
に
開

催
）

六
月　

 

神
崎
連
合
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

十
月　

 

神
崎
連
合
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

十
月　

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

　

は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

体　

育　

部　

会

グラウンドゴルフ練習風景

生
涯
学
習
部
会
の
活
動

環
境
保
全
活
動
の
一
環
で
あ
る
粗
大

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
は
五
月
と
十
二

月
の
二
回
、
市
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
は

七
月
は
予
定
通
り
実
施
し
、
三
月
は
那
珂

市
の
判
断
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
ご
参
加
、
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
巣
ご
も
り
事
情
の
特
性
か
、

身
近
な
生
活
用
品
の
搬
入
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

文
化
活
動
の
一
環
で
あ
る
三
世
代
交
流

事
業
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

神
崎
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息
が
見
え
ぬ

な
か
、
神
崎
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
催

す
る
文
化
事
業
は
、
集
団
行
動
を
伴
う
特

性
を
踏
ま
え
、
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据
え
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
定
着
に

よ
り
、
隣
人
と
の
関
係
性
が
希
薄
化
し
つ

つ
あ
る
今
、
文
化
活
動
の
推
進
は
、
心
の

豊
か
さ
や
友
好
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
鑑
み
な
が
ら
、

文
化
活
動
の
再
開
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
側
道

ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
参
加

十
二
月
四
日
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
市

主
催
に
よ
る
常
磐
自
動
車
道
側
道
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
各

自
治
会
や
事
業
所
等
が
参
加
さ
れ
、
堤
自

治
会
で
も
会
長
外
役
員
二
名
が
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
参
加
し
ま
し
た
。
ご
み
の
撤

去
作
業
は
約
二
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。

市
の
継
続
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
の
担
当
者
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
は

「
年
々
、
減
少
傾
向
に
あ
る
」
と
申
し
て

お
り
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
機
に
、

更
な
る
不
法
投
棄
の
撲
滅
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

令
和
三
年
度
の
各
部
会
の

事
業
活
動
を
中
心
に
編
集

し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
誌
は
自
治
会
と
会

員
の
情
報
伝
達
紙
で
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
紙
面
作
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
皆
さ
ま
方
の
地
域
で
、

ホ
ッ
ト
な
話
題
・
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
評
議
員

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
取

材
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

編 集 後 記

生
涯
学
習
・
環
境
部
会

収集された粗大ゴミ


